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の急増が問題になったピ クの時点で五万人程度であったことを考え と、これはかなり多い人数である。実際ロンドン市内を歩 ていて服装や身なりからは一見全くそれ 判らない人々



























ラン系女性に訊ねてみたところ、これはイラ向けに流されているＢＢＣペルシャ語放送ではないとのことであったが、いずれにしてもン国内で国営放送でなくイギリスＢＢＣの方を選んで日常的に視聴しているイラン人は数多い。イラン国内で彼ら 英語による ンタビューを耳にしたイラン人もいたこと あろう。　
さて私がこの商店街を訪れて最初に知り合っ
たのが、元プロサッカー選手でナショナルチームにも所属していたというオミード氏である（一九七三年生れ） 。彼はかつてアジア大会の試合で日本を訪れたこともあり、大の日本びいきである。七年ほど前にロンドンにきたが家族をイランに残しており、一二歳 なる息子のＭ・アーベディーニー君はサッカーのナショナル・
















人ザマーン氏 も話を伺った。彼によるとこの店はイラン国外での同種の店のなかで最も早くからオープンしたものであり（今から三六年前） 、最初は肉屋だったのがスーパーに り、さらに最近は菓子類を扱うようになったとのことである。ケンジントンの周辺は以前からイラン人が最も多く住んでいる地域として知られているが、最近ではイラン人の富裕層は り巨きな住居を求めてロンドンの北のフィンチレイに住むことが多くなっているという。彼によればロンドンでの生活が長くなってもイランのことは年々忘れ難くなってき い とのことで、この辺の心情は海外に住む日本人と何ら変わるところがない。　
こんな事をきっかけに始まったイラン商店街
とのささやか 付き合いである 、筆者はその後も週に一回程度 足を運んではペルシャ語新聞の『エッテラート国際版』や袋入りのナーン（イラン式パン） 、瓶詰めのピクルスなどを購入している。ロンドンにあってもイラ 人はイラン人であり、彼らは一様にイラン ことを誇りにしている。そんな彼らは少なくと 研究者の私にとって 一時期身を寄せているロンドンの地で最も心を許せる友人たちである。
アパダナで出してくれるチャイ。右のガンド（角砂糖）
もイラン式である
レストラン・アパダナに設置してあるパン焼き窯。
脚部を見ると移動式になっている
レストラン・アパダナのボーイたちはいつも陽気である
レストラン・アパダナは 1967 年の創業。ロンドンにはこうしたイラン料理店が何軒かある
